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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】令和3年12月2日(2021.12.2)

【公表番号】特表2021-500703(P2021-500703A)
【公表日】令和3年1月7日(2021.1.7)
【年通号数】公開・登録公報2021-001
【出願番号】特願2020-521949(P2020-521949)
【国際特許分類】
   Ｈ０５Ｂ   6/68     (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ   6/78     (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ   6/64     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｂ    6/68     　　　　
   Ｈ０５Ｂ    6/78     　　　Ｂ
   Ｈ０５Ｂ    6/64     　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】令和3年10月19日(2021.10.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）キャリヤ内の物品を、少なくとも部分的に液体媒質で満たされて液浴を形成する
加熱チャンバに通すことと；
　（ｂ）前記キャリヤ内の前記物品を加熱することであって、前記物品が、前記加熱中に
少なくとも部分的に前記液浴中に浸漬され、前記加熱の少なくとも一部がマイクロ波エネ
ルギーを使用して実行されることと；
　（ｃ）前記加熱チャンバ内の少なくとも一つの場所に流体を加えること、およびそこか
ら流体を除去することの一つまたは複数を行って、前記加熱チャンバ全体にわたる温度プ
ロファイルを維持し、前記加熱チャンバの取り入れ口領域における前記液浴の温度が、前
記加熱チャンバの取り出し口領域における前記液浴の温度よりも少なくとも１０℃低温で
あることと、
を含む、加熱システムにおいて物品を加熱する方法。
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